




第６章 紙ごみのリサイクル 

 103

② 事業系紙ごみ 

・排出状況 

近年情報化・ＯＡ化の進展する中で、コピー用紙やコンピューター用紙など、オフィス

での紙の使用量は急増しています。現在、事業系の紙ごみの排出量は、全国で年間およそ

620 万ｔで、事業系一般廃棄物のおよそ 35％を占めています。（出典：循環型社会白書） 

オフィス古紙についてみると東京都内 10 箇所のオフィスビルで調査した結果では、社員

1人あたり月平均 4kg 程度のオフィス古紙が回収されたとの報告があります。（出典：オフ

ィス古紙リサイクルマニュル） 

 

・性 状 

ＯＡ用紙、新聞・情報誌、本・雑誌、紙パック類などが排出されています。 

オフィスからのＯＡ用紙の他、印刷・製本工場や新聞社から裁ち落としや損紙、残紙な

ど、デパート・スーパーマーケットからダンボールが大量に発生しています。 
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② その他 

現在、ほとんどの紙ごみは再生紙化されていますが、技術的に再生紙化が困難なものにつ

いては、建築・土木・農業用資材・燃料等として再生利用方法が開発及び研究されています。 

○ 古紙ボード 

古紙ボードは、古紙を乾式又は湿式で解繊後、接着剤を加えて熱圧・成形して製造しま

す。用途としては、コンクリート型枠、床材、木材加工品の芯材等の代替用に利用が可能

です。コンクリート型枠としては、合板製型枠と競合できる製造コストが達成されたこと

により、実用化の目処がつき、事業化に向けての取組みが進められています。  

○ 活性炭 

新聞古紙を原料とした活性炭の製造・利用が検討されています。新聞古紙から古紙ボー

ドを作成し炭化炉で炭化して、活性炭を製造します。市販の活性炭と同等の吸着性能をも

っており、用途開拓が検討されています。 

○ 覆土代替材 

現在、多くの廃棄物処分場において環境保全と処分場の延命が大きな問題となり、臭気

の発散防止、ごみの飛散・流出防止、衛生害虫獣の繁殖防止、火災の発生・延焼防止、景

観の向上のため、即日覆土が義務づけられています。 

古紙利用覆土代替材は、破砕・解繊した古紙と天然系のセルロースや無機成分からなる

バインダー（接着剤）を混合して、管理型廃棄物処分場で散布することで、廃棄物表面に

弾性のある皮膜を形成するとともに、埋め立て容積を最小に押さえながら、ごみの飛散防

止、臭気抑制、害虫害鳥防止等に効果を発揮します。 

○ セルロースファイバー 

新聞古紙を綿状に粉砕し、防燃性、撥水性を与えたもので、主に寒冷地の住宅用断熱材

として利用されています。工法は、住宅の天井・壁・床下に、専用施工機械で吹き込むも

ので、施工精度がよく、天然繊維の「吸放湿性」により断熱材内部での結露を防止し、吸

音性、遮音性に優れています。 

○ パルプモールド 

原料(古紙・パルプ)を溶解処理後、成形型を用いて抄
す

き上げたもので、製法は「ソフト

モールド」と「ハードモールド」に分けられます。ソフトモールドは、紙を製造するのと

同様に原料を抄き上げて乾燥する製法で、製品の厚さは 1mm～3mm 程度であり、鶏卵用トレ

ー・青果物トレー、工業製品の梱包材などに使われています。ハードモールドは、高濃度

の原料を凹凸の金型に注入し、プレス脱水して成形する方法で、厚さは 10mm 以上、重量物

の固定材として使われます。 
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○ 古紙破砕解繊物 

家畜用敷材、吸水材、吸油材、覆土代替材、汚泥脱水材、舗装用アスファルト助剤など

様々な用途があり、解繊物としては一定の大きさのものではなく、それぞれの用途に応じ

た大きさ、形状等に工夫が凝らされています。大きさも、舗装用アスファルト助剤等の粉

末状のものから、家畜敷材の 10 ㎜程度のものまで様々なものがあります。 

○ 農業用マルチシート 

古紙利用農業用マルチシートは、農ビ、農ポリとよばれている黒色のビニル又はポリエ

チレンフィルムの代替機能を持たせたものです。主として田畑に敷き詰めて雑草抑制を図

るものでその種類はいくつかあり、それぞれ特徴をもっていますが、共通なのは、使用後

は田畑にすき込み、後処理が不要であることです。 

○ 燃料化 

・エタノール・メタノール化 

紙の植物バイオマスとしての性質を利用し、糖質を発酵させてエタノールやメタノール

を抽出する方法です。現在、エタノールをガソリンに混合して使用したり、メタノールを

燃料電池の水素供給源として利用する実用化に向けた取組みが進められています。 

・固形燃料 

製紙原料として再生利用が難しい加工紙や粘着テープなどの紙加工製品とマテリアルリ

サイクルの困難な廃プラスチックを原料とした固形燃料(ＲＰＦ: Rufuse Paper and 

Plastic Fuel)の製造方法が確立され、製紙工場、染料工場、製鉄所等で、再生エネルギー

源として活用されています。 
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② 新聞販売店の取組み 

市町村による新聞等の資源回収頻度は、月１回程度のため、１回の排出量が多くなり、

個別保管の負担もあり、地域住民のニーズに充分対応できていないのが現状です。また、

高齢者世帯が増えていることから、資源ごみを回収拠点まで運ぶことが大きな負担になっ

ています。 

これらのことから、愛知県や三重県の一部の地域において新聞販売店と古紙回収業者が

連携し、顧客（新聞購読者）の新聞回収が行われています。 

回収の対象は、新聞販売地域のうち、地元の集団資源回収が行われていない地域を対象

としているため、地域団体の取組みと重複することなく地域のリサイクル率の向上に寄与

します。 

回収は基本的に戸別回収であり、回収拠点までの運搬が必要でないため、特に高齢者の

世帯には好評です。また、戸別回収の形態をとることで排出者側の分別責任が明確となる

ため、禁忌品の混入が少ない古紙を回収することができます。 

新聞販売店によるこうした回収の取組みは、販売戦略として顧客確保をめざしていく上

でセールスポイントとなります。さらに、古新聞が有価物として取引されている現在の古

紙市況から、新聞販売店による回収費用の負担は顧客への広報程度であり、販売店の負担

はほとんどありません。しかし、今後の古紙価格の変動が不安要素となります。 

 

 

 以下に新聞販売店取組みの模式図を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4 新聞販売店による回収の仕組み 
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② 袋 

主に新聞やミックスペーパー等に利用され、紙袋やビニール袋、麻袋等があります。排出者に

とっては、紙ごみを個々にひもで縛る手間が省けて比較的導入しやすいのですが、禁忌品（ビニ

ール製の封筒、窓付き封筒等）が混入する可能性があります。また、紙製袋についてはそのまま

再生紙化が可能ですが、ビニール製の袋については、処理工程で分別し、産業廃棄物として処理

する必要があります。 

｢東京オフィス町内会｣や｢多摩市オフィス町内会｣の取組みのように、排出者の中の希望者に麻

袋を１袋・月額 50 円で負担させているケースがあります。 

 

③ 箱 

主に機密文書等の扱いに注意が必要なものに利用されています。排出者が箱を密閉した後は、

開封や分別作業をせずに再生工程に入るため、異物の混入がないよう徹底した分別指導が必要に

なります。 

 

④ コンテナ 

回収主体が指定したコンテナ等の回収容器を利用するものや事業所で用意したコンテナを用い

て回収する方法です。コンテナを分けることにより排出者は紙類分別が容易になり、回収業者も

回収時に古紙の運搬が容易になります。また、ひもや袋等の余分なごみを削減することができま

す。 

｢東京オフィス町内会｣では、千代田区・中央区・港区において区がキャスター付回収ボックス

を貸与して回収しています。 

 

⑤ ストックヤードでの積み置き 

排出者がストックヤード（倉庫）に紙類ごとに混じらないように積んでおく方法です。回収業

者は、コンテナ・台車を用いてパッカー車に積み込みます。コンテナと同様にひも切りの手間が

ないことと、ひもや袋等のごみを削減することができます。 

「とやま古紙再生サークル」からの聞取りでは整理された積み置きが回収しやすいということ

です。 
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表 6-6 オフィス町内会等の取組み比較 

組織名 

 

項目 

オフィスリサイ

クルネットワー

ク（O-net） 

（名古屋市） 

多摩市オフィス

町内会 

 

（東京都） 

エコ・オフィス 

町内会 

 

(千代田･中央･港区)

オフィス 

町内会 

 

(東京都) 

とやま古紙 

再生サークル

 

（富山県） 

設立年月 平成 11 年 11 月 平成 6年 4月 平成 7年 10 月(千代田)

平成 8年 6月(中央) 

平成 9年 4月(港区) 

平成 3年 8月 平成 5年 4月

主 体 NPO 商工会議所 

自治体 
自治体・NPO NPO 企業 

会員数 159(752) 
(Ｈ16 年 3 月現在) 

32(74) 
(Ｈ16 年 2 月現在)

767(785) 
(Ｈ16 年 2 月現在) 

149(285) 
(Ｈ16年2月現在) 

156 
(Ｈ16年2月現在)

回収品数 ６ ６ ７ ５ 

回収品目 ①OA 古紙、②新

聞、③雑誌類、

④段ボール、⑤

雑古紙 

⑥機密文書 

（試行中） 

①上質紙、②再

生紙、③新聞、

④雑誌・ﾊﾟﾝﾌ、

⑤段ボール 

⑥牛乳ﾊﾟｯｸ 

①上質ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ用紙、②上質ｺﾋﾟｰ用紙、

③再生ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ・ｺﾋﾟｰ用紙、④新聞・

ﾁﾗｼ、⑤雑誌・雑紙、⑥段ボール、⑦

機密文書 

①上質紙、②

新 聞 、 ③ 雑

誌・ﾁﾗｼ、④段

ボール 

⑤機密文書 

(別組織) 

回収費用 

(番号は回

収品目を示

す) 

段ボール用ひも

(50m)：2,100 円 

段ボール以外用

ひも(50m)： 

4,200 円 

⑥178 円/袋 

1 回 200kg まで

4,600 円 

200kg 超過分は

１kg 当り 16 円

 

① 60 円/回・箱 

②260 円/回・箱 

③260 円/回・箱 

④250 円/回・箱 

⑤300 円/回・箱 

⑥18 円/kg 

⑦20 円/kg 

1 回 200kg ま

で 4,700 円 

200kg 超過分

は１kg 当り

16.5 円 

指定袋(ﾘｰｽ) 

50 円/袋・月 

2ｔパッカー

車で 1 回収当

り 3,000 円 

単価 

（円/kg） 

段ボール約21円 

その他約 17 円 
(Ｈ16 年 2 月聞取) 

約 18 円 
(Ｈ16 年 2 月聞取)

18 円以下 
(Ｈ16 年 2 月聞取) 

約 18.5 円 
(Ｈ16年2月聞取) 

約 0.5 円 
(Ｈ16年2月聞取)

会費等 3,000 円 

(入会金) 
なし なし なし 2,000 円 

(年会費) 

排出方法 指定ひも 

＋指定袋(45 ㍑) 

ひも、箱、指定

袋 

指定ボックス 

1 箱 20kg 

(区から貸与) 

ひも、箱、 

指定袋 

コンテナ、ひ

も、箱、袋等

回収頻度 月２回 任意(週 2 回か

ら 3ヶ月に 1回

程度) 

任意(2 週間から 6 週

間に 1回程度) 

任意(週2回か

ら 3 ヶ月に 1

回程度) 

任意 

 

回収業者数 ９ ３ ４６ １５ 

特 色 商店街を１会員

として加入させ

ており、回収対

象事業所が多い 

多摩市内の公

共施設を含ん

でいる 

 

ボックス回収 都内の企業が

多数参加 

回収業者の紹

介や相談に徹

して事務局経

費をかけない

１）対象者：多摩オフィス町内会は、商工会議所会員（入会金 1 万円、年会費１万円）を対象とし、教育委員

会（市内 32 小中学校）・病院・公共施設等を含む。 

２）会員数：（ ）内は回収対象事業所数である。 

３）単価：とやま古紙再生サークルは、パッカー車で雑誌を含まない古紙 2ｔを回収し、還元金を考慮したケ

ースで算出した。 

４）排出方法：オフィスリサイクルネットワークとエコ・オフィス町内会(千代田区・中央区・港区)以外は、

基本的には回収業者と相談して決めている。エコ・オフィス町内会(千代田区・中央区・港区)では、指定

ボックスを利用し、１箱が横 53 ㎝×奥行き 37 ㎝×高さ 138 ㎝で 20kg を４段に積み上げて１セットとして

いる。 

５）回収頻度：オフィスリサイクルネットワーク以外は、基本的には事務局もしくは回収業者と相談して決め

ている。 

６）特色：オフィスリサイクルネットワーク以外は、再生製品（ﾄｲﾚｯﾄﾍﾟｰﾊﾟｰ等）のブランド化を行っている。 
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